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国連軍は朝鮮におい 原爆を使用すべきか否か？（1951年 11月） 
 使用すべきである 41% 
条件付きで使用すべき 10% 
使用すべきでない 37% 















にとどまるべきか？（1950年 1 月） 
朝鮮半島内のみ 46% 
国境を越えるべき 39% 











































































































































































































































  誤りである 正しい 
アフガン戦争     
2001年 11月 8-22日 9 89 
2014年 2月-9日 49 48 
イラク戦争     
2003年 3月 24-25日 23 75 
2004年 6月 21-23日 54 44 
ベトナム戦争     
1965年 8月 27-9月 1日 24 60 
1967年 10月 6-11日 47 44 
朝鮮戦争     
1950年 8月 20-25日 20 65 
1951年 1月 1-5日 49 38 
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